
「若い学生の皆さんに伝えたいこと」と題して
これまでの経験を通して講義をしていただきま
した。この講義は社会人として生きるための基礎
力を磨くことを目標としています。

共通教育科目「地域の仕事を知る」で
白川方明氏（日本銀行前総裁）が講義 

伊賀研究拠点のメインテーマである「環境・食・
文化」から伊賀地域の活性化を考える場として開
催され、今回は環境と食の資源化をテーマに、研
究内容や取り組み事例の講演が行われました。

第13回三重大学発
産学官連携セミナー in 伊賀

環境ISO 学生委員会の3R活動の一環として、回
収・点検・修理された自転車をダブルディグリー
プログラムにより来学した天津師範大学留学生
20人、教員1人へ寄贈しました。

天津師範大学留学生への
自転車譲渡式

8月に開催される標記大会へ向けて、本学と南
台科技大学（台湾）が大会初の国際合同チーム
を結成し、車両の製作・調整に励んでいます。

三重大学・南台科技大学 
合同プロジェクト「2015 Ene-1 GP
SUZUKA」への参戦を発表

人文学部から5人、医学部看護学科から3人、生
物資源学部から11人が表彰され、駒田学長から
一人ひとりへ表彰状と記念品が手渡されました。

平成27年度
学業優秀学生学長賞授与式

ご来館の記念に、三翠会館の全景と三翠庭園
の樹木、ツツジの入った記念スタンプが設置さ
れました。

登録有形文化財
「三重大学三翠会館」に
来館記念スタンプを設置

本学の研究成果をより知っていただくために、
新ウェブサイト「三重大Ｒナビ」を開設しました。

（アールナビ）を開設

学生による梅酒造りが始まり、梅の実のヘタ取
りや洗浄、日本酒「三重大學」への漬け込みなど
が行われました。

第7回梅酒造りを開始

文部科学省主催の自主研究の成果を発表し、
競い合う標記祭典に、ポスター発表部門のファイ
ナリストとして学生3チーム6人が出場し、自由研
究および卒業研究を発表しました。

学生による自主研究の祭典
「第4回サイエンス・インカレ」に
生物資源学部の学生が出場

学生・教職員が、自らの学習・研究の意義、内容、
成果を発表する機会として、「教養教育の部」およ
び「専門教育・教職員の部」から全15グループの
口頭発表が行われました。

三重大学アカデミックフェア2015
大学院生471人、学部生1,436人が新たに本学
の一員となりました。講堂の外ではクラブ・サー
クルの勧誘が行われ、活気にあふれた一日とな
りました。

平成27年度三重大学入学式

イスラム文化圏からの留学生にも安心して食
事をしてもらえるように、留学生やレストラン「ぱ
せお」の吉﨑浩司シェフ、後藤正和教授が考えを
出し合い、ハラル推奨料理の提供が始まりました。

学内レストラン「ぱせお」で
ハラル推奨料理提供

文部科学省情報ひろば企画展示「忍者を科学
する！」（7月20日まで）の公開にあたり、本学の教
員3人が忍者研究について講演を行いました。

忍者・忍術学講座 in 文部科学省

パジャジャラン大学（インドネシア）から４人
の留学生がプログラム生として資源循環学、共
生環境学、生物圏生命科学を専攻し、開講式で激
励の言葉が贈られました。

平成27年度
ダブルディグリープログラム開講式

ムック本『大学生まれの食品』(双葉社)で本学
の大学ブランド商品が紹介されました！

『大学生まれの食品』

附属図書館玄関ホールの白いふくろうの像
「教育の神様」（愛称：ブックロウ）を制作した宮田
脩平名誉教授から、ふくろうの飾り皿が寄贈され
ました。ブックロウは図書館のマスコットキャラク
ターとして、図書館報「学塔」などで活躍中です。

ふくろうの飾り皿　図書館へ寄贈

附属小学校では、昨年末に校内無線LANを整
備し、タブレットを使った授業が行われています。
現在、附属中学校でも整備中です。

附属小学校でタブレットを活用した
授業を実践

「三重大Ｒナビ」→http://www.mie-u.ac.jp/R-navi/

えっくん くすちゃん
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